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開会 午前１０時００分 

○議長（阿部 寛治） おはようございます。 

  本日は、全員出席で開議は成立いたします。 

  なお、執行部では、村嶋住民課長が公務のため欠席しております。大内田補佐が

代理出席しております。 

  本日の日程に入ります前に、９月７日に行いました一般質問において、質問内容

を精査するため、最終日まで時間をいただいておりましたので、その報告をさせて

いただきます。 

  横山議員の一般質問において、「広域合併  のその後について」の  を削除

し、併せて、阿髙副議長と荒牧議員の発言の取り下げを行っております。 

  その他、一部文言及び字句等の訂正を行っております。 

  以上、一般質問の内容についての報告といたします。 

  それでは、ただいまから、本日の会議を開きます。 

  本日の日程は、タブレットに掲載の議事日程のとおりでございます。 

  また、議員提案で意見書案が２件、提出されましたので、本日の議題といたしま

す。 

  これより、日程に従い議事を進めます。 

  日程第１、議案第４８号「町道の路線一部廃止について」を議題といたします。 

  本案は、総務建設委員会に付託しておりましたので、委員長の報告を求めます。 

  村瀨委員長。 

○総務建設委員長（村瀨 敬太郎） 報告いたします。 

  議案第４８号「町道の路線一部廃止について」 

  本議案は、篠栗北地区産業団地に隣接する当該路線（和田地区４７号線）の一部

を廃止するため、道路法（昭和２７年法律第１８０号）第１０条第３項の規定によ

り、議会の議決を求められたものであります。 

  本路線の当該区間は、篠栗北地区産業団地の開発により、国道２０１号に接道す

る新たな路線により分断されることや、開発区域の隣接道路として取り扱うため、

県が指導する都市計画法に基づく開発行為等の審査基準となる６メートル以上の幅

員を確保することができないため、沿道の管理用道路としての機能は残して、路線

を廃止するものです。 

  審査の中で、「廃止後残存部分の終点の形状や産業団地開発後の新設道路の利用

形態はどうなるのか」といった質疑がなされ、執行部からは「終点部については既
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存のとおり国道に接道し、新設道路については、完成後町道認定を行うため、通常

の道路としての利用が可能であること、併せて時間帯により渋滞が見られる県道猪

野篠栗線の迂回路としての機能が期待でき、渋滞の解消も見込まれる。」との回答

がなされました。 

  当委員会において採決の結果、全員賛成にて、原案のとおり可決いたしておりま

す。 

  以上、報告を終わります。 

○議長（阿部 寛治） ただいまの委員長の報告に対し、質疑を行います。 

  質疑はありませんか。 

  質疑なしと認めます。 

  次に、討論を行います。 

  討論はありませんか。 

  討論なしと認め、採決を行います。 

  本案に対する委員長の報告は、可決です。 

  本案を委員長報告のとおり、決定することに賛成の方は、ご起立願います。 

  全員賛成と認めます。 

  よって、議案第４８号は、委員長報告のとおり、可決されました。 

  日程第２、議案第４９号「平成２８年度篠栗町一般会計歳入歳出決算の認定につ

いて」を議題といたします。 

  本案は、決算特別委員会に付託しておりましたので、委員長の報告を求めます。 

  村瀨委員長。 

○決算特別委員長（村瀨 敬太郎） 報告いたします。 

  議案第４９号「平成２８年度篠栗町一般会計歳入歳出決算の認定について」 

  本議案は、地方自治法第２３３条第３項の規定により、平成２８年度篠栗町一般

会計歳入歳出決算に監査委員の意見を付けて、議会の認定を求められたものであり

ます。 

  歳入総額 ９８億２,９４９万３,７４４円、歳出総額 ９４億７,４１４万２,３１

８円、歳入歳出差引額 ３億５,５３５万１,４２６円であります。 

  翌年度へ繰り越すべき財源は、継続費逓次繰越額 １億１,１４５万１,０００円、

繰越明許費繰越額 １,３３８万６,０００円、実質収支額は２億３,０５１万４,４

２６円であります。 

  詳細につきましては、決算特別委員会において、慎重な審査がなされております
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ので省略いたします。 

  当委員会において採決の結果、全員賛成にて、原案のとおり認定いたしておりま

す。 

  以上、報告を終わります。 

○議長（阿部 寛治） ただいまの委員長の報告に対し、質疑を行います。 

  質疑はありませんか。 

  質疑なしと認めます。 

  次に、討論を行います。 

  討論はありませんか。 

  討論なしと認め、採決を行います。 

  本案に対する委員長の報告は、認定です。 

  本案を委員長報告のとおり、決定することに賛成の方は、ご起立願います。 

  全員賛成と認めます。 

  よって、議案第４９号は、委員長報告のとおり、認定することに決定いたしまし

た。 

  日程第３、議案第５０号「平成２８年度篠栗町国民健康保険特別会計歳入歳出決

算の認定について」を議題といたします。 

  本案も決算特別委員会に付託しておりましたので、委員長の報告を求めます。 

  村瀨委員長。 

○決算特別委員長（村瀨 敬太郎） 報告いたします。 

  議案第５０号「平成２８年度篠栗町国民健康保険特別会計歳入歳出決算の認定に

ついて」 

  本議案は、地方自治法第２３３条第３項の規定により、平成２８年度篠栗町国民

健康保険特別会計歳入歳出決算を監査委員の意見を付けて、議会の認定を求められ

たものであります。 

  歳入総額 ３６億１,６５８万４,５８１円、歳出総額 ３７億４,１１５万４,２６

６円、歳入歳出差引額 マイナス１億２,４５６万９,６８５円です。 

  翌年度へ繰越すべき財源はありませんので、実質収支額は、マイナス１億２,４

５６万９,６８５円であります。 

  詳細につきましては、決算特別委員会において、慎重な審査が行われております

ので省略いたします。 

  当委員会において採決の結果、全員賛成にて、原案のとおり認定いたしておりま
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す。 

  以上、報告を終わります。 

○議長（阿部 寛治） ただいまの委員長の報告に対し、質疑を行います。 

  質疑はありませんか。 

  質疑なしと認めます。 

  次に、討論を行います。 

  討論はありませんか。 

  討論なしと認め、採決を行います。 

  本案に対する委員長の報告は、認定です。 

  本案を委員長報告のとおり、決定することに賛成の方は、ご起立願います。 

  全員賛成と認めます。 

  よって、議案第５０号は、委員長報告のとおり、認定することに決定いたしまし

た。 

  日程第４、議案第５１号「平成２８年度篠栗町後期高齢者医療特別会計歳入歳出

決算の認定について」を議題といたします。 

  本案も決算特別委員会に付託しておりましたので、委員長の報告を求めます。 

  村瀨委員長。 

○決算特別委員長（村瀨 敬太郎） 報告いたします。 

  議案第５１号「平成２８年度篠栗町後期高齢者医療特別会計歳入歳出決算の認定

について」 

  本議案は、地方自治法第２３３条第３項の規定により、平成２８年度篠栗町後期

高齢者医療特別会計歳入歳出決算を監査委員の意見を付けて、議会の認定を求めら

れたものであります。 

  歳入総額 ３億７,１２６万８,０１０円、歳出総額 ３億６,８８６万７,９５０円、

歳入歳出差引額 ２４０万６０円であります。 

  翌年度へ繰越すべき財源はありませんので、実質収支は２４０万６０円でありま

す。 

  詳細につきましては、決算特別委員会において、慎重な審査が行われております

ので省略いたします。 

  当委員会において採決の結果、全員賛成にて、原案のとおり認定いたしておりま

す。 

  以上、報告を終わります。 
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○議長（阿部 寛治） ただいまの委員長の報告に対し、質疑を行います。 

  質疑はありませんか。 

  質疑なしと認めます。 

  次に、討論を行います。 

  討論はありませんか。 

  討論なしと認め、採決を行います。 

  本案に対する委員長の報告は、認定です。 

  本案を委員長報告のとおり、決定することに賛成の方は、ご起立願います。 

  全員賛成と認めます。 

  よって、議案第５１号は、委員長報告のとおり、認定することに決定しました。 

  日程第５、議案第５２号「平成２８年度篠栗町篠栗北地区産業団地整備事業特別

会計歳入歳出決算の認定について」を議題といたします。 

  本案も決算特別委員会に付託しておりましたので、委員長の報告を求めます。 

  村瀨委員長。 

○決算特別委員長（村瀨 敬太郎） 報告いたします。 

  議案第５２号「平成２８年度篠栗町篠栗北地区産業団地整備事業特別会計歳入歳

出決算の認定について」 

  本議案は、地方自治法第２３３条第３項の規定により、平成２８年度篠栗町篠栗

北地区産業団地整備事業特別会計歳入歳出決算を監査委員の意見を付けて、議会の

認定を求められたものであります。 

  歳入総額 ７,９４８万８４０円、歳出総額 ５,０１３万６,８４０円、歳入歳出

差引額 ２,９３４万４,０００円です。 

  翌年度へ繰越すべき財源は、継続費逓次繰越額 ２,９３４万４,０００円です。 

  詳細につきましては、決算特別委員会において、慎重な審査が行われております

ので省略いたします。 

  当委員会において採決の結果、全員賛成にて、原案のとおり認定いたしておりま

す。 

  以上、報告を終わります。 

○議長（阿部 寛治） ただいまの委員長の報告に対し、質疑を行います。 

  質疑はありませんか。 

  質疑なしと認めます。 

  次に、討論を行います。 
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  討論はありませんか。 

  討論なしと認め、採決を行います。 

  本案に対する委員長の報告は、認定です。 

  本案を委員長報告のとおり、決定することに賛成の方は、ご起立願います。 

  全員賛成と認めます。 

  よって、議案第５２号は、委員長報告のとおり、認定することに決定いたしまし

た。 

  日程第６、議案第５３号「平成２８年度篠栗町流域関連公共下水道事業会計欠損

金の処理及び決算の認定について」を議題といたします。 

  本案も決算特別委員会に付託しておりましたので、委員長の報告を求めます。 

  村瀨委員長。 

○決算特別委員長（村瀨 敬太郎） 報告いたします。 

  議案第５３号「平成２８年度篠栗町流域関連公共下水道事業会計欠損金の処理及

び決算の認定について」 

  本議案は、地方公営企業法第３２条第２項の規定により、平成２８年度篠栗町流

域関連公共下水道事業会計決算に伴う欠損金を平成２８年度篠栗町流域関連公共下

水道事業欠損金処理計算書のとおり処理し、併せて同法第３０条第４項の規定によ

り、平成２８年度篠栗町流域関連公共下水道事業会計決算について、別紙監査委員

の意見を付けて、議会の認定を求められたものであります。 

  地方公営企業会計について、下水道事業会計、収益的収入額（税込）７億８,３

７０万２,２０８円、収益的支出額（税込）７億９,１１４万７,１２０円、当年度

純損失（税抜）５６６万４,３５７円、前年度繰越利益剰余金 ４６８万７,７３０

円、当年度末処理欠損金 ９７万６,６２７円であります。 

  地方公営企業法第３２条第２項の規定に基づき、議会の認定を求められた、欠損

金 ９７万６,６２７円、繰越欠損金 ９７万６,６２７円、処理後の自己資本金は、

４,６５１万４,０７５円です。 

  次に、資本的収入額（税込）３億２,１７６万５,５００円、資本的支出額（税

込）４億３,９１６万１,３４８円です。 

  資本的収入額が資本的支出額に不足する１億１,７３９万５,８４８円は、過年度

損益勘定留保資金８,３４９万３,０２７円及び引継金３,３９０万２,８２１円で補

填しております。 

  詳細につきましては、決算特別委員会において、慎重な審査がなされております
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ので省略いたします。 

  当委員会において採決の結果、全員賛成にて、原案のとおり認定いたしておりま

す。 

  以上、報告を終わります。 

○議長（阿部 寛治） ただいまの委員長の報告に対し、質疑を行います。 

  質疑はありませんか。 

  質疑なしと認めます。 

  次に、討論を行います。 

  討論はありませんか。 

  討論なしと認め、採決を行います。 

  本案に対する委員長の報告は、認定です。 

  本案を委員長報告のとおり、決定することに賛成の方は、ご起立願います。 

  全員賛成と認めます。 

  よって、議案第５３号は、委員長報告のとおり、認定することに決定いたしまし

た。 

  日程第７、議案第５４号「平成２８年度篠栗町水道事業会計剰余金の処分及び決

算の認定について」を議題といたします。 

  本案も決算特別委員会に付託しておりましたので、委員長の報告を求めます。 

  村瀨委員長。 

○決算特別委員長（村瀨 敬太郎） 報告いたします。 

  議案第５４号「平成２８年度篠栗町水道事業会計剰余金の処分及び決算の認定に

ついて」 

本議案は、地方公営企業法第３２条第２項の規定により、平成２８年度篠栗町水

道事業会計決算に伴う剰余金を、平成２８年度篠栗町水道事業剰余金処分計算書の

とおり処分し、併せて同法第３０条第４項の規定により、平成２８年度篠栗町水道

事業会計決算について、別紙監査委員の意見を付けて、議会の認定を求められたも

のであります。 

  地方公営企業会計について、水道事業会計、収益的収入額（税込）４億８,０９

９万７,９１９円、収益的支出額（税込）４億９,３９７万６,７０５円、当年度純

損失（税抜）１,６３８万４,２２６円、前年度繰越利益剰余金 １億９,２９９万９,

８６５円、その他未処分利益剰余金変動額 １,９９５万１,６５９円、当年度末処

分利益剰余金 １億９,６５６万７,２９８円です。 
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  地方公営企業法第３２条第２項の規定に基づき、議会の認定を求められた、剰余

金処分 １,９９５万１,６５９円、自己資本金への組入 １,９９５万１,６５９円、

処分後の自己資本金 １６億５,８０７万５,３３６円、資本剰余金の残高 ９２万６,

１６８円、繰越利益剰余金の残高 １億７,６６１万５,６３９円です。 

  次に、資本的収入額（税込）０円、資本的支出額（税込）１億４,６１５万１,５

９９円、法第２６条の規定による繰越額 １,６４３万３,２８０円です。 

  資本的収入額が資本的支出額に不足する１億４,６１５万１,５９９円は、当年度

消費税資本的収支調定額 ３４０万５,４４０円、過年度損益勘定留保資金 １,４８

９万６,０４０円、当年度損益勘定留保資金 １億７８９万８,４６０円、及び減債

積立金 １,９９５万１,６５９円で補填しております。 

  詳細につきましては、決算特別委員会において、慎重な審査がなされております

ので省略いたします。 

  当委員会において採決の結果、全員賛成にて、原案のとおり認定いたしておりま

す。 

  以上、報告を終わります。 

○議長（阿部 寛治） ただいまの委員長の報告に対し、質疑を行います。 

  質疑はありませんか。 

  質疑なしと認めます。 

  次に、討論を行います。 

  討論はありませんか。 

  討論なしと認め、採決を行います。 

  本案に対する委員長の報告は、認定です。 

  本案を委員長報告のとおり、決定することに賛成の方は、ご起立願います。 

  全員賛成と認めます。 

  よって、議案第５４号は、委員長報告のとおり、認定することに決定いたしまし

た。 

  日程第８、議案第５５号「平成２９年度篠栗町一般会計補正予算（第２号）につ

いて」を議題といたします。 

  本案は、予算特別委員会に付託しておりましたので、委員長の報告を求めます。 

  今長谷委員長。 

○予算特別委員長（今長谷 武和） 報告いたします。 

  議案第５５号「平成２９年度篠栗町一般会計補正予算（第２号）について」 
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  本議案は、既定の予算総額に歳入歳出それぞれ１億２,１２２万２,０００円を追

加し、予算の総額を歳入歳出それぞれ９７億８,７９５万７,０００円とするもので

す。 

  歳入では、地方特例交付金 ７８６万４,０００円の増、地方交付税 ２,７５３万

６,０００円の減、国庫支出金 ６８９万３,０００円増、県支出金 ２２３万１,０

００円増、繰入金 １,４６５万６,０００円増、繰越金 ５,０５１万４,０００円増、

町債 ６,６６０万円増。 

  歳出では、総務費 １,０５７万１,０００円の増、民生費 ８５６万６,０００円

の増、衛生費 １８万４,０００円の増、農林水産業費 １,０７９万円の増、商工費 

７８万９,０００円の増、土木費 ６,００４万円の増、教育費 １,５６２万６,００

０円の増、諸支出金 １,４６５万６,０００円の増。 

  また、債務負担行為につきましては、森林保全再生整備計画に基づく、野生鳥獣

による森林被害の防止、野生鳥獣の移動の制御などを図るための鳥獣害防止施設な

どの整備事業に伴う当町の負担金について、期間を平成２９年度から平成３１年度

までとし、限度額２１５万円の債務負担行為を行うものです。 

  地方債では、自然災害防止事業債において起債の限度額４,８００万円を、緊急

防災・減災事業債において５００万円を、防災基盤整備事業債に１,３６０万円追

加されております。 

  詳細につきましては、予算特別委員会において、慎重な審査がなされております

ので省略いたします。 

  当委員会において採決の結果、全員賛成にて、原案のとおり可決いたしておりま

す。 

  以上、報告を終わります。 

○議長（阿部 寛治） ただいまの委員長の報告に対し、質疑を行います。 

  質疑はありませんか。 

  質疑なしと認めます。 

  次に、討論を行います。 

  討論はありませんか。 

  討論なしと認め、採決を行います。 

  本案に対する委員長の報告は、可決です。 

  本案を委員長報告のとおり、決定することに賛成の方は、ご起立を願います。 

  全員賛成と認めます。 
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  よって、議案第５５号は、委員長報告のとおり可決されました。 

  日程第９、議案第５６号「平成２９年度篠栗町国民健康保険特別会計補正予算

（第３号）について」を議題といたします。 

  本案も予算特別委員会に付託しておりましたので、委員長の報告を求めます。 

  今長谷委員長。 

○予算特別委員長（今長谷 武和） 報告いたします。 

  議案第５６号「平成２９年度篠栗町国民健康保険特別会計補正予算（第３号）に

ついて」 

  本議案は、既定の予算総額に歳入歳出それぞれ５,４１６万６,０００円を追加し、

予算の総額を歳入歳出それぞれ３９億６,６５２万３,０００円とするものです。 

  歳入では、国・県交付金等の額の決定により予算整理するものが主なもので、特

に療養給付費交付金を６,４６５万７,０００円追加するものです。 

  歳出では、２８年度療養給付費等の精算に伴う償還金５,４５８万２,０００円の

追加が主なものです。 

  詳細につきましては、予算特別委員会において、慎重な審査がなされております

ので省略いたします。 

  当委員会において採決の結果、全員賛成にて、原案のとおり可決いたしておりま

す。 

  以上、報告を終わります。 

○議長（阿部 寛治） ただいまの委員長の報告に対し、質疑を行います。 

  質疑はありませんか。 

  質疑なしと認めます。 

  次に、討論を行います。 

  討論はありませんか。 

  討論なしと認め、採決を行います。 

  本案に対する委員長の報告は、可決です。 

  本案を委員長報告のとおり、決定することに賛成の方は、ご起立願います。 

  全員賛成と認めます。 

  よって、議案第５６号は、委員長報告のとおり可決されました。 

  日程第１０、議案第５７号「平成２９年度篠栗町後期高齢者医療特別会計補正予

算（第２号）について」を議題といたします。 

  本案も予算特別委員会に付託しておりましたので、委員長の報告を求めます。 
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  今長谷委員長。 

○予算特別委員長（今長谷 武和） 報告いたします。 

  議案第５７号「平成２９年度篠栗町後期高齢者医療特別会計補正予算（第２号）

について」 

  本議案は、既定の予算総額に歳入歳出それぞれ９１６万７,０００円を追加し、

予算の総額を歳入歳出それぞれ４億１,６９９万４,０００円とするものです。 

  歳入では、後期高齢者医療保険料、滞納繰越分を６６０万９,０００円追加する

ものと、繰越金を２３９万９,０００円追加するものが主なものです。 

  歳出では、平成２８年度の保険料・滞納繰越額の歳入確定に伴い、後期高齢者医

療広域連合納付金９００万６,０００円の追加補正と過誤納還付金１６万１,０００

円が主なものです。 

  詳細につきましては、予算特別委員会において、慎重な審査がなされております

ので省略いたします。 

  当委員会において採決の結果、全員賛成にて、原案のとおり可決いたしておりま

す。 

  以上、報告を終わります。 

○議長（阿部 寛治） ただいまの委員長の報告に対し、質疑を行います。 

  質疑はありませんか。 

  質疑なしと認めます。 

  次に、討論を行います。 

  討論はありませんか。 

  討論なしと認め、採決を行います。 

  本案に対する委員長の報告は、可決です。 

  本案を委員長報告のとおり、決定することに賛成の方は、ご起立願います。 

  全員賛成と認めます。 

  よって、議案第５７号は、委員長報告のとおり、可決されました。 

  日程第１１、議案第５８号「平成２９年度篠栗町篠栗北地区産業団地整備事業特

別会計補正予算（第２号）について」を議題といたします。 

  本案も予算特別委員会に付託しておりましたので、委員長の報告を求めます。 

  今長谷委員長。 

○予算特別委員長（今長谷 武和） 報告いたします。 

  議案第５８号「平成２９年度篠栗町篠栗北地区産業団地整備事業特別会計補正予
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算（第２号）について」 

  本議案は、既定の予算総額に歳入歳出それぞれ１,４６５万６,０００円を追加し、

予算の総額を歳入歳出それぞれ６億８,７６４万８,０００円とするものです。 

  補正内容は、当該予算において県道側調整池からの雨水排水路となる津波黒区水

路保護のための設計業務委託費用５２９万２,０００円と、詳細設計における地質

調査業務委託費９３６万４,０００円を補正するものです。 

  詳細につきましては、予算特別委員会において、慎重な審査がなされていますの

で省略いたします。 

  当委員会において採決の結果、全員賛成にて、原案のとおり可決いたしておりま

す。 

  以上、報告を終わります。 

○議長（阿部 寛治） ただいまの委員長の報告に対し、質疑を行います。 

  質疑はありませんか。 

  質疑なしと認めます。 

  次に、討論を行います。 

  討論はありませんか。 

  討論なしと認め、採決を行います。 

  本案に対する委員長の報告は、可決です。 

  本案を委員長報告のとおり、決定することに賛成の方は、ご起立願います。 

  全員賛成と認めます。 

  よって、議案第５８号は、委員長報告のとおり、可決されました。 

  日程第１２、選挙案第１号「糟屋郡篠栗町外一市五町財産組合議会議員の選挙に

ついて」を議題といたします。 

  選挙案第１号を事務局長に朗読させます。 

  佐伯議会事務局長。 

○事務局長（佐伯 和久） 選挙案第１号「糟屋郡篠栗町外一市五町財産組合議会議

員の選挙について」 

  地方自治法第１１８条並びに組合規約第５条及び第６条第１項の規定により、組

合議会議員１名の選挙を求める。 

  平成２９年９月５日提出、篠栗町議会議長 阿部 寛治 

（提案理由） 

  平成２９年１０月２４日をもって、任期満了となるため。 
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  以上です。 

○議長（阿部 寛治） お諮りいたします。 

  選挙の方法については、地方自治法第１１８条第２項の規定によって、指名推選

にしたいと思いますが、これにご異議ありませんか。 

  異議なしと認めます。 

  従いまして、選挙の方法は、指名推選とすることに決定いたしました。 

  なお、指名推選については、申し合わせにより、議長が指名いたします。 

  糟屋郡篠栗町外一市五町財産組合議会議員に、三浦 正 氏を指名いたします。 

  お諮りいたします。 

  ただいま議長が指名いたしました、三浦 正 氏を糟屋郡篠栗町外一市五町財産組

合議会議員の当選人と定めることに、ご異議はありませんか。 

  異議なしと認めます。 

  従いまして、ただいま指名しました、三浦 正 氏が、糟屋郡篠栗町外一市五町財

産組合議会議員の当選人と決定しました。 

  それでは、会議規則第３３条第２項の規定により、当選の告知をいたします。 

  ただいま当選されました、糟屋郡篠栗町外一市五町財産組合議会議員の氏名、住

所、生年月日を申し上げます。 

  氏名；三浦 正 

  住所；糟屋篠栗町大字尾仲３８番地 

  生年月日；昭和２９年８月２１日 

  以上でございます。 

  日程第１３、意見書案第１号「全国森林環境税の創設に関する意見書」を議題と

いたします。 

  本案は、議員全員による発議ですので、直ちに採決を行います。 

  お諮りします。 

  意見書案第１号は、原案のとおり決定することに、ご異議ありませんか。 

  異議なしと認めます。 

  よって、意見書案第１号は、原案のとおり可決されました。 

  日程第１４、意見書案第２号「道路整備に必要な予算確保に関する意見書」を議

題といたします。 

  本案も議員全員による発議ですので、直ちに採決を行います。 

  お諮りします。 
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  意見書案第２号は、原案のとおり決定することに、ご異議ありませんか。 

  異議なしと認めます。 

  よって、意見書案第２号は、原案のとおり可決されました。 

  日程第１５、「常任委員会の閉会中の継続調査の件」を議題といたします。 

  総務建設、文教厚生、両常任委員長から会議規則第７５条の規定により、タブレ

ットに掲載の申出書のとおり、閉会中の継続調査の申し出があっております。 

  お諮りいたします。 

  総務建設、文教厚生、両常任委員長から申し出のとおり、閉会中の継続調査とす

ることに、ご異議ありませんか。 

  異議なしと認めます。 

  よって、総務建設、文教厚生、両常任委員長から申し出のとおり、閉会中の継続

調査とすることに決定いたしました。 

  次に、お諮りいたします。 

  本会議中、誤読などによる字句、数字等の整理、訂正につきましては、会議規則

第４５条の規定により、議長に委任していただきたいと思いますが、ご異議ありま

せんか。 

  異議なしと認めます。 

  よって、誤読などによる字句、数字等の整理、訂正は、議長に委任していただく

ことに決定いたしました。 

  以上で、本定例会の日程は、全て終了いたしました。 

  ここで町長、何か発言することがありましたら許可いたします。 

  三浦町長。 

○町長（三浦 正） 平成２９年第３回定例会の閉会にあたり、ご挨拶申し上げます。 

  長期間にわたるご審議誠にありがとうございました。 

  人事案件１件、町道の路線一部廃止について１件、平成２８年度一般会計、特別

会計の決算の認定について４件、流域関連公共下水道事業会計欠損金の処理及び決

算の認定、水道事業会計剰余金の処分及び決算の認定についての２件、一般会計及

び特別会計における平成２９年度補正予算４件の上程いたしました１２議案につい

て、可決・承認いただきましたことに感謝申し上げます。 

  また、本日、選挙案第１号にて糟屋郡篠栗町外一市五町財産組合議会議員の選挙

において、私を引き続き議員としてご指名いただき感謝申し上げます。 

  今後とも当財産組合の健全運営のために努力してまいる所存でございます。 
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  何とぞよろしくお願いいたします。 

  また、ただいまは、意見書案第１号「全国森林環境税の創設に関する意見書」を

議員全員の皆様の発議にて原案とおり決定されました。 

  篠栗町をはじめ、糟屋地区市町長会においても、全国森林環境税の早期創設を願

う期成会にも参加し、森林環境税の賛成の意を表明しているところでございます。 

  国においては、「森林環境税、これはまだ仮称でございますが、この創設に向け

て、地方公共団体の意見も踏まえながら、具体的な仕組み等について総合的に検討

し、平成３０年度税制改正において結論を得る」と明記されており、今年度を外す

と後がない、言わば「待ったなし」の状況でございます。 

  実施期間の延長が見込まれる福岡県森林環境税と合わせて、我が町のように森林

を有する市町村のために、森林整備に係る安定財源確保の実現に向けて、私ども市

町村長も全力を傾注してまいります。 

  よろしくお願いいたします。 

  また、意見書案第１号と同様に、議員全員の皆様の発議によって決定されました

意見書案第２号、「道路整備に必要な予算確保に関する意見書」についても、意見

書と同様の趣旨の下、私ども糟屋地区市町長におきましても、道路整備に必要な予

算確保に向けて、皆様とともに国に対して強く求めてまいることを約束いたします。 

  平成２８年度決算特別委員会の席において、多くの議員の皆様から、国、県との

情報交換を密にして、国・県補助対象事業をできるだけ引き出すための努力をする

ようにとのご意見をいただきました。 

  本定例会の諸情勢報告の際にも申し上げましたが、代表監査委員からも「町が実

施しようとする事業の趣旨に合った国・県の補助事業がないかを調査し、積極的に

取り入れるようにされたい」との意見をいただいており、こうしたご意見を踏まえ

て、私はじめ職員一同、更に努力してまいる所存でございますのでよろしくお願い

いたします。 

  昨年の第３回定例会においても申し上げましたが、年度の継続性を重視していく

中で、翌年度以降に篠栗町が取組むべき課題を検討する時期に来ております。 

  町執行部では１０月から各課において素案をまとめ、来年１月までに平成３０年

度の事業項目案を固めてまいりますので、議員各位におかれましては、議会の場に

限らず、各課にお立ち寄りいただきまして、日頃からのお考え、町の課題について

のご意見を賜ればありがたいと存じます。 

  重ねてよろしくお願いいたします。 
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  最後に、今後とも町職員一丸となって、篠栗町の諸課題の解決と自主財源の拡大

を目指して努力してまいりますので、議員の皆様におかれましては引き続きご指

導・ご協力を賜りますようお願い申し上げまして、篠栗町議会平成２９年第３回定

例会の閉会の挨拶といたします。 

  長期間のご審議誠にありがとうございました。 

○議長（阿部 寛治） 本日の会議を閉じます。 

  これをもちまして、平成２９年第３回篠栗町議会定例会を閉会いたします。 

閉会 午前１０時５０分 
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